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	実験　「金属の還元の観察」改　授業中のものと一部異なります
化学基礎　松本


１　目的

金属の還元を観察し、金属によって酸化されやすさに違いがあることに着目する。
２　注意

加熱の際とテルミット反応時は、やけどに注意！　火を扱う時はイスに座らず立つこと。
３　準備

赤熱用試験管×3、ピンセット、薬さじ（小）、アルミ箔、ガスバーナー、ライター、ペンチ、ネオジム磁石、
酸化銀（Ⅰ）、酸化銅（Ⅱ）、黒鉛、酸化鉄（Ⅲ）、
ろ紙（大）、テルミット反応装置（マッフル、テルミット用200 mLビーカー、ろ紙（小））、アルミニウム粉末、マグネシウムリボン
４　方法と結果
1） 酸化銀（Ⅰ）から銀へ
(1) [image: image1.wmf]酸化銀（Ⅰ）をアルミ箔のボートに
小さじ1杯とり、試験管内に挿入する。

(2) (1)をスタンドで固定し弱火で加熱すると暗褐色の粉末が変化しだす。（酸化銀（Ⅰ）は300℃程度で分解する）成功すれば、酸化銀（Ⅰ）が反応して、白色の銀と酸素ができている。
	観察　暗褐色の粉末（かたまり）が、白色の固体に変化した。


	化学反応式　　　　　　2 Ag2O → 4 Ag ＋ O2


(3) (2)が冷めたらアルミ箔ボートを取り出し、中身（白色の粉末）をろ紙に出す。これを薬さじの背で強くこすり、金属光沢が出るか確認する。
	観察　白色の粉末をこすると、銀色の金属光沢が出た。



2） [image: image2.png]


酸化銅（Ⅱ）から銅へ

(4) 酸化銅（Ⅱ）を試験管の奥に小さじ山盛り1杯とる。

(5) (4)をスタンドで固定し、中火で加熱しても黒色の粉末に変化がないことを確認する。

(6) (5)が冷めたら黒鉛小さじ山盛り1杯を加え、よく振り混ぜてバーナーで赤熱させる。（内炎の頂点で3分以上熱する）冷めたらろ紙の上に中身を広げて観察する。成功すれば、酸化銅（Ⅱ）と炭素が反応して、銅と二酸化炭素が生成する。
	観察　黒色の粉末を熱すると赤熱した。


	化学反応式　　　　　　2 CuO ＋ C → 2 Cu ＋ CO2


3） 酸化鉄（Ⅲ）から鉄へ

(7) [image: image3.wmf]酸化鉄（Ⅲ）と黒鉛をそれぞれ小さじ山盛り1杯ずつ、試験管の奥にとる。
(8) (7)をよく振り混ぜて磁石に引き寄せられるかを確認した後、バーナーで3分以上赤熱させる。ステンレス製試験管立てに立てて放冷する。再び磁石に引き寄せられるかを確認する。（酸化鉄（Ⅲ）はこの程度の条件では還元は難しい）
	観察　熱する前の黒色の粉末は磁石に引き寄せられなかった。黒色の粉末を熱すると赤熱した。冷えた後の粉末は磁石に引き寄せられた。



(9) 演示実験　テルミットを作る。[image: image4.png]


（ろ紙に酸化鉄（Ⅲ）とアルミニウム粉末をよく混ぜたもの）これにマグネシウムリボンを差して点火し、反応させる。（マグネシウムは導火線として使う）酸化鉄（Ⅲ）とアルミニウムが反応して、酸化アルミニウムと鉄になる。
	観察　黒色の粉末がまぶしい光を出して反応し、火花と煙も飛んだ。反応が進むとろ紙の下部から赤熱した物質がビーカーに落ちた。

	化学反応式　　　　　　Fe2O3 ＋ 2 Al → 2 Fe ＋ Al2O3


(10) 十分冷えたのを確認してからテルミット反応でできた黒い塊をペンチでつぶすと、殻が割れたようになり中から金属が得られる。これに磁石を近づけ、引き寄せられるかを確認する。

	観察　(8)の生成物は磁石に弱く引き寄せられたが、テルミット反応の生成物は強く磁石に引き寄せられた。また、銀色の硬い物質が得られた。


4） 片付け

赤熱させた試験管はゆがむので、他の試験管と一緒にせず教卓に回収する。
薬さじ、ピンセットは洗わないで、教卓に回収する。
６　考察

	銀　→　銅　→　鉄


銀と銅、銅と鉄で同じ還元方法を試しているが、還元できるものとできないものに分かれる。還元しやすい順に並べなさい。
（左が最も還元しやすいもの）

（そのように判断した理由も書きなさい。）
酸化銀を熱したところ銀に還元されたが、酸化銅に同じ操作をしても銅に還元されなかった。また、酸化銅に黒鉛を加えて熱したところ銅に還元されたが、酸化鉄に同じ操作をしても鉄に還元されたのはわずかだったため。
鉱物として得られる金属は、たいてい酸化されている。鉄、銅、銀、アルミニウムのうち、人類が単体（還元された純粋な金属）を得やすかったと思われる順に並べなさい。

	銀　→　銅　　→　鉄　　→　アルミニウム


（左が最も単体を得やすかったもの）
（そのように判断した理由も書きなさい。）
還元しやすいものは低い技術で純粋な金属を得られるため。またアルミニウムは酸化鉄から酸素を取る働きがあることから鉄よりも還元しにくいことがわかるので、アルミニウムは４つの中で最も単体を得にくい。
その他、気づいたことを書きなさい。
７　感想・反省

実験プリントへの記入・提出でレポートとしています。「結果」には事実（数値、色、音、臭い等）を記述し、「考察」には事実から考えられること、工夫、課題等を記述します。「結果」の正確さ「考察」の正しさをレポート点としています。「考察」のユニークな視点は加点対象です。
	部組（番号）　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　レポート点　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(2 1 0),結果)　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(2 1 0),考察)　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(0 +1),視点)　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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